
　
昨
年
１０
月
の
衆
院
選
で
躍
進
し
た
国
民

民
主
党
の
玉
木
雄
一
郎
代
表（
香
川
２
区
）

を
「
次
期
総
理
か
」
と
い
う
見
出
し
を
掲

げ
た
新
聞
・
雑
誌
の
記
事
が
絶
え
な
い
。

正
気
か
と
思
う
。
民
主
党
か
ら
政
界
に
出

た
後
、
転
向
を
重
ね
、
日
本
会
議
・
極
右

系
の
壊
憲
派
で
あ
る
彼
が
首
相
に
な
れ
る

は
ず
が
な
い
。

　
玉
木
氏
は
私
が
卒
業
し
た
香
川
県
立
高

松
高
校
の
後
輩
（
小
川
淳
也
・
立
憲
民
主

党
幹
事
長
も
）
だ
が
、
民
進
党
だ
っ
た
玉

木
氏
が
２
０
１
７
年
に
小
池
百
合
子
都
知

事
が
結
成
し
た
「
希
望
の
党
」
に
合
流
し

た
時
か
ら
、
彼
の
落
選
運
動
を
有
権
者
に

呼
び
掛
け
て
き
た
。今
年
２
月
１
日
に
は
、

高
松
市
で「
玉
木
雄
一
郎
と
い
う
大
問
題
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　
衆
院
選
で
は
自
公
を
過
半
数
割
れ
に
追

い
込
ん
だ
の
に
、
玉
木
氏
が
早
々
と
首
班

指
名
（
昨
年
１１
月
１１
日
）
で
立
民
の
野
田

佳
彦
代
表
に
投
票
し
な
い
と
表
明
し
、
石

破
茂
政
権
の
延
命
に
手
を
貸
し
た
。
同
日

朝
、「
週
刊
ポ
ス
ト
」
電
子
版
が
玉
木
氏

の
タ
レ
ン
ト
女
性
と
の
「
不
倫
」
を
報

道
。
高
松
市
観
光
大
使
の
女
性
は
国
会
の

憲
法
審
査
会
を
度
々
傍
聴
し
、
護
憲
派
議

員
に
激
し
い
ヤ
ジ
を
飛
ば
し
て
い
た
。
玉

木
氏
は
女
性
を
参
院
選
候
補
に
す
る
目
論

見
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
国
民
民
主
は
１２
月

４
日
、
玉
木
氏
に
３
カ
月
の
役
職
停
止
処

分
（
２５
年
３
月
３
日
解
除
）
を
科
し
た
。

　
玉
木
氏
は
処
分
期
間
の
終
わ
り
の
２
月

２４
日
、
台
北
市
内
で
頼
清
徳
総
統
と
会
談

し
、「
日
台
を
含
む
民
主
主
義
陣
営
の
団

結
が
重
要
だ
と
の
認
識
で
一
致
し
た
」
と

記
者
団
に
語
っ
た
。

　
謹
慎
中
に
台
湾
を
訪
問
し
、
日
本
国
と

台
湾
を
並
べ
て
「
民
主
主
義
陣
営
」
と
す

る
の
は
国
際
法
違
反
だ
。
１
９
７
２
年
の

日
中
共
同
声
明
は
、
台
湾
を
中
国
の
「
領

土
の
不
可
分
の
一
部
」
と
規
定
。
７８
年
の

日
中
平
和
条
約
で
は
、
共
同
声
明
に
示
さ

れ
た
「
諸
原
則
が
厳
格
に
遵
守
さ
れ
る
べ

き
」
と
し
て
い
る
。

　
国
際
社
会
は
「
一
つ
の
中
国
」
を
認
め

て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
は
「
中
国
に
よ
る
台

湾
侵
攻
」
の
危
機
を
煽
っ
て
い
る
が
、
中

国
軍
の
台
湾
派
遣
は
、「
侵
攻
」や「
侵
略
」

に
は
な
ら
な
い
。「
侵
略
」
は
、
他
国
の

支
配
下
の
土
地
な
ど
を
、
侵
入
し
て
奪
い

取
る
こ
と
で
、台
湾
は
中
国
の
一
部
で「
他

国
」
に
当
た
ら
な
い
。

　
日
本
国
憲
法
第
９８
条
第
２
項
は
、
条
約

を
誠
実
に
遵
守
す
る
こ
と
を
定
め
て
お

り
、
特
別
公
務
員
で
あ
る
玉
木
氏
は
条
約

遵
守
の
義
務
が
あ
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
の
米
国
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
を
早
く
解
決
し
、
台
湾
有
事
を
口
実

と
し
て
「
最
大
の
敵
」
で
あ
る
中
国
へ
の

侵
略
戦
争
を
企
ん
で
い
る
。ワ
シ
ン
ト
ン・

ポ
ス
ト
は
２
月
、
米
国
防
総
省
の
内
部
文

書
が
最
優
先
課
題
と
し
て
中
国
に
よ
る
台

湾
侵
攻
の
阻
止
を
挙
げ
た
と
報
じ
た
。
米

政
権
の
対
中
「
相
互
関
税
」
も
そ
の
一
環

で
あ
る
。

　
ヘ
グ
セ
ス
米
国
防
長
官
は
３
月
３０
日
防

衛
省
で
中
谷
元
・
防
衛
相
と
初
会
談
し
、

「
中
国
共
産
党
に
よ
る
武
力
行
使
を
抑
止

す
る
上
で
、
日
本
は
私
た
ち
に
不
可
欠
な

パ
ー
ト
ナ
ー
」と
指
摘
。共
同
会
見
で
、「
西

太
平
洋
で
有
事
に
直
面
し
た
場
合
、
日
本

は
前
線
に
立
ち
、
日
米
で
支
え
合
う
状
況

に
な
る
」
と
強
調
し
た
。
米
国
は
日
本
を

対
中
戦
争
の
最
前
線
に
す
る
と
公
然
と
述

べ
た
の
だ
。

　
「
朝
日
新
聞
」
は
３１
日
の
一
面
で
「
対
中

抑
止
『
日
本
が
不
可
欠
』　
在
日
米
軍　
連

携
強
化
計
画
を
維
持
」
と
報
じ
た
。「
毎
日

新
聞
」
は
「
有
事
の
際
に
『
日
本
は
前
線

に
立
つ
』こ
と
を
求
め
ら
れ
た
」と
伝
え
た
。

　
中
国
は
４
月
１
、２
日
に
台
湾
周
辺
で

軍
事
演
習
を
行
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
は
「
独

立
派
」
の
頼
総
統
を
威
嚇
し
た
と
解
説
し

た
。
中
国
は
戦
後
対
外
侵
略
を
繰
り
返
し

て
き
た
米
国
の
侵
攻
を
許
さ
な
い
と
意
思

表
示
し
た
の
だ
と
思
う
。

　
「
中
国
が
日
本
を
攻
め
て
く
る
」
と
い

う
の
は
デ
マ
だ
。
軍
隊
を
保
持
せ
ず
、
戦

争
を
起
こ
す
権
利
を
放
棄
し
た
憲
法
を
持

つ
日
本
の
人
民
は
、
米
中
戦
争
を
止
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
米
安
全
保
障
条
約

を
即
時
廃
棄
し
て
日
米
平
和
条
約
を
締
結

す
る
こ
と
、
約
８０
年
も
日
本
に
駐
留
す
る

米
軍
を
撤
退
さ
せ
る
運
動
を
広
め
た
い
。

あ
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